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研究成果の概要（和文）：分子内C-H/C-Hカップリング反応において、酸化ジルコニウム担持水酸化パラジウム触媒が
最も高い触媒活性を示した。一方、分子間C-H/C-Hホモカップリング反応では、フタル酸ジメチルから対応するビアリ
ール誘導体への変換について検討を行った。その結果、酸化コバルトおよび酸化ジルコニウム担持金ナノ粒子触媒が最
も高い触媒活性を示した。更に、本反応では目的とする対称ビアリール誘導体が配位子や助触媒の添加なしに高い位置
選択性で得られることを見出した。
また、アンモニアと酸素を用いたシクロアルカノンのアンモオキシム化反応では酸化チタン担持金ナノ粒子が最も高い
触媒活性を示すことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Zirconia supported palladium hydroxide showed the highest catalytic activity for 
intramolecular C-H/C-H coupling of diphenylamine to carbazole.
In contrast, cobalt oxide and zirconia supported gold nanoparticle catalysts exhibited the highest 
catalytic activity for intermolecular C-H/C-H coupling of dimethyl phthalate to give the corresponding 
biaryl dimers using molecular oxygen as a sole oxidant. Gold catalysts also showed excellent 
regioselectivity to the symmetrical biaryl derivatives without the addition of ligands and co-catalysts. 
Substrate scope and kinetic studies revealed that the oxidative coupling proceeded via a nucleophilic 
aromatic substitution reaction. Gold nanoparticles act not only as catalytic active species but also as 
bulky ligands to control the regioselectivity of products.
For ammoximation of cycloalkanones using ammonia and molecular oxygen, titania supported gold catalysts 
showed the highest catalytic activity to give the corresponding cycloalkanoneoximes.

研究分野：固体触媒化学
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１．研究開始当初の背景 
 石油精製や多くのバルクケミカル製造プ
ロセスでは、高効率な固体触媒反応プロセス
が確立されている。しかし精密化学品や一部
のバルクケミカル製品は、量論酸化剤が用い
られていたり、均一系触媒が用いられていた
り、未だに原子利用効率の低い反応プロセス
で精算されている化学品も存在する。特に生
産量が多い化学品に着目し、これらの製造プ
ロセスを固体触媒に転換し、酸素を酸化剤と
する環境調和型の反応プロセスに転換する
ことができれば、廃棄物やエネルギーを大幅
に削減することが可能になる。 
 
２．研究の目的 
 ビアリール誘導体は医農薬品や有機電子
材料などの骨格に含まれる重要な中間体で
ある。これらは工業的には、鈴木–宮浦クロ
スカップリング反応に代表される遷移貴金
属触媒反応で合成されている。しかし、有機
ハロゲン化物や有機金属化合物を用いるた
め原子利用効率が低い。近年では C–H結合を
直接官能基化する触媒反応が、その原子利用
効率の高さから盛んに研究されているが、均
一系触媒が主であり、配位子や塩基、助触媒
などを添加する必要がある。一方、固体触媒
ではカップリングパートナーとして有機ハ
ロゲン化物(C–X 結合)を用いる反応や基質に
反応性の高いフェノール類を用いるものに
ほぼ限定されている。そこで本研究では、酸
素のみを酸化剤として用い、C–H結合同士の
カップリング反応を進行させる固体触媒の
開発を行った。 
また、シクロヘキサノンオキシムはナイロ
ンの原料である-カプロラクタムの中間原料
であるが、従来の反応では硫酸アンモニウム
が大量に副生する。これを回避するために固
体触媒による NH3/H2O2 を用いた気相オキシ
ム合成が工業化され、現在でも活発に研究が
行われている。しかし、H2O2は工業的には高
価な量論酸化剤であり、NH3/O2でアンモオキ
シム化反応が進行すれば、より環境調和型の
反応プロセスに転換できる。そこで本研究で
は、NH3/O2を用いた固体触媒によるアシクロ
ヘキサノンのアンモオキシム化反応の検討
を行った。 

 
３．研究の方法 
(1) 固体触媒による C–H結合官能基化 
 まずジフェニルアミン、ジフェニルエーテ
ルの分子内 C–H/C–H カップリング反応によ
るカルバゾール、ジベンゾフランの合成につ
いて、検討を行った。次に、フタル酸ジメチ
ルの分子間 C–H/C–H ホモカップリング反応
によるビアリール誘導体の合成について検
討し、その他の基質を用いたビアリール誘導
体についても反応性、生成物の位置選択性に
ついて検討を行った。それぞれの反応で高活
性が得られた触媒について、X線吸収分光法
(XAFS)、電子顕微鏡(HAADF-STEM)等により

構造解析を行った。 
 
(2) シクロアルカノンのアンモオキシム化反
応 
 基質にシクロヘキサノン、シクロドデカノ
ンを用い、種々の固体触媒をスクリーニング
した後、反応条件の最適化を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 分子内 C–H/C–H カップリングによる複
素環化合物の合成 
 ジフェニルアミンからカルバゾールへの
変換反応では、種々の固体触媒のスクリーニ
ングの結果、酸化ジルコニウムに担持した水
酸化パラジウム(Pd(OH)2/ZrO2)が最も高い触
媒活性を示し、酸化パラジウムや 0価パラジ
ウムではカルバゾール収率が低下すること
が明らかになった。また、同じ Pd(II)であっ
ても酢酸パラジウム(Pd(OAc)2)を ZrO2に担持
した触媒では大きくカルバゾール収率が低
下したことから、Pd(II)の配位子として水酸基
が配位していることが触媒活性に重要な役
割を果たすと考えられる。また、反応後の触
媒について XAFS測定を行った結果、反応後
では Pd(II)が一部 Pd(0)に還元されているもの
の、ほとんどは Pd(II)のまま存在しているこ
とが明らかになり、三回の触媒再利用にも耐
えられた。 
 
(2) 分子間 C–H/C–H ホモカップリングによ
るビアリール誘導体の合成 
 フタル酸ジメチルの酸化的ホモカップリ
ングで得られるビアリールテトラカルボン
酸エステルは高耐熱性樹脂の原料として重
要な中間体である。特に 3,3’,4,4’-位にエステ
ルが置換した対称ビアリールは他の位置異
性体である非対称ビアリールよりも耐熱性
に優れた樹脂に誘導できることから、位置選
択的な合成が重要になっている。 
本反応について酸化剤に酸素のみを用い、
種々の固体触媒をスクリーニングした結果、
上述の分子内カップリング反応で高活性を
示した担持 Pd(OH)2触媒よりも、酸化コバル
トおよび酸化ジルコニウム担持金ナノ粒子
触媒が高い触媒活性を示すことを見出した。
均一系 Pd 触媒では三量化などの副反応を防
ぐために低転化率で反応を停止する必要が
ある他、嵩高い配位子を添加することで目的
の対称ビアリール誘導体を選択的に合成す
る手法が取られている。一方、金触媒では配
位子や助触媒を一切添加することなく、90%
以上の位置選択性で目的の対称ビアリール
誘導体を合成できることを明らかにした。ま
た、反応条件を最適化することにより、
Au/ZrO2 を用いた場合に対称ビアリール選択
率95%で二量体収率を73%まで向上させるこ
とができた。 
 Au/Co3O4 を用いてこの反応を窒素雰囲気
下で行うと、XAFS 測定より反応後の触媒で
は Co(III)が Co(II)に還元されることが分かっ



た。このことから、易還元性の金属酸化物担
体が金ナノ粒子の触媒反応に協同的に作用
していることが明らかになった。更に in-situ 
XAFS測定より、反応中の金の価数は 0価を
維持していたことから、本反応の触媒活性種
は 0価の金であると考えられる。基質適用範
囲と反応機構に関する検討を行った結果、本
反応は芳香族求電子置換的に反応が進行し、
金ナノ粒子が嵩高い配位子としても機能す
ることにより、高位置選択的にビアリール誘
導体が得られると考えられる。 
 
(3) シクロアルカノンのアンモオキシム化反
応 
 NH3/O2 加圧条件下でのシクロヘキサノン
からシクロヘキサノンオキシムへの変換反
応について、固体触媒のスクリーニングを行
った。その結果、酸化チタン担持金ナノ粒子
触媒(Au/TiO2)で本反応が進行することが明
らかになった。その後の検討の結果、酸化チ
タン単独でも反応が進行するものの、金の担
持効果があることが分かった。Au/TiO2 触媒
で反応条件を最適化した結果、シクロヘキサ
ノンオキシムが収率 47%で得られた。シクロ
ドデカノンオキシムの場合は収率 30%で得
られた。本反応では、イミン中間体が二量化
したアジンとシクロアルカノンが酸化開裂
したジカルボン酸が副生することから、アジ
ンの副生を防ぐ目的で、シクロドデカノン基
質にシクロヘキサノンオキシムを犠牲剤と
して加えてアンモオキシム化反応を行った
ところ、目的のオキシム収率が 64%まで向上
した。 
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